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研究成果の概要（和文）：　高齢者による世代間交流事業（自然体験活動支援プログラムほか）の実施が、児童養護施
設入所児童の高齢者イメージを向上させることがわかった。両者に対するインタビュー結果からも、プログラム実施の
有効性が示唆された。今後、高齢者による入所児童に対する定期的な学習支援活動等を予定しており、高齢者と児童と
の間における種々のプログラムの交流効果について明らかにしていきたい。入所児童の心身の状態に最大限の配慮をは
らいつつ、自己効力感や精神的健康度、対人関係といった心理社会的側面に関する検討もおこない、高齢者ボランティ
アによる養護支援が入所児童と高齢者の双方の心身の健康に及ぼす影響について研究を進めていきたい。

研究成果の概要（英文）：We discussed the intergenerational exchange program supported by the senior 
volunteers for the children living in a child welfare institution and clarified its influence on their 
mental and physical health. twenty-two children (age range 6-12) who live in a child welfare institution 
in Hyogo Prefecture, the western part of Japan. In a survey that we performed at the beginning of 
November 2012, we inquired children about the effects of the program (environmental learning program) and 
their images of the elderly. The images of the elderly in the items such as “strong”, “kind” and 
“reliable” significantly improved (P<0.05, respectively). The image score of “right” was higher in 
children living in the institution (P<0.01), compared with the one of the control group. These findings 
suggested that the implementation of the program supported by the elderly possibly improves the 
institutionalized children’s images of the elderly including strength, kindness and reliability.

研究分野：健康教育学
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１．研究開始当初の背景 
 平成 20 年に報告された厚生労働省の調査
結果をみると、児童養護施設入所児童は
31,593人と前回調査の平成 15年時の入所者
数 30,416 人と比較して 1,100 人以上増加し
ている。入所理由は「虐待」が 33.1％（前回
27.4％）であり、最も多い。2 番目に多いの
は「母親の精神疾患等（10.1%）」となってい
る。入所児童の平均年齢は、10.6 歳（前回
10.2歳）であり、心身の発達が顕著な時期を
施設にて過ごしている。施設職員の献身的な
ケアが施されている一方で、子どもの心身の
健康に及ぼす影響が危惧されている。 
 その一方で、我が国の高齢化は急速に進行
している。近年、元気で活発な生活を送る高
齢者が数多くみられるものの、高齢者が生き
がいを持って働いたり、活動できる場は必ず
しも多いとはいえず、社会において活動する
意欲を有していながら、家の中で趣味に講じ
たり、種々の活動をする高齢者が多いのが実
情である。家の中での活動が多くなることで、
社会とのつながりが希薄になり、生きがいを
喪失し、心身の健康に負の影響を及ぼすこと
が危惧されている。 
 児童養護施設入所児童の増加、及び高齢者
における社会との繋がりの希薄化の両問題
に対して、早期に有効な方策を立案・実施す
ることが喫緊の課題として指摘されている。 
社会的に児童虐待への対応が大きな課題と
なっている中で、児童養護施設では入所児童
の心のケア、家庭復帰をめざした環境の調整、
自立に向けた援助からアフターケアまでト
ータルに児童虐待問題に取り組んでいる（厚
生労働省、平成 23年）。その一方で、現行職
員配置基準（学童以上子ども 6人に職員 1人）
では、24 時間 365 日の子どもの生活の営み
を考えれば、15～16 人の子どもを職員 1 人
で養育していることとなり、子ども一人ひと
りへの丁寧な関わりは十分ではないことが 
指摘されている。 
 平成 22年 1月に内閣府より公表された「子
ども・子育てビジョン」をみると、社会的養
護の基盤整備（数値目標）として、入所児童
の養育にあたるスタッフの増員を目指して
いるものの、現実的には財政面から実現が難
しい状況となっている。 
 社会において自らの能力を最大限発揮し
たいと願う高齢者が増加している中、その参
加の場、自己実現の場として、社会的に益々
養護を必要とする児童養護施設入所児童と
高齢者が世代間交流（生活・教育支援活動）
を通じて関わりを有していくことは、双方へ
有為な影響を及ぼすことが期待される。これ
までに児童養護施設入所児童を対象として、
他の世代との間で交流プログラムが実施さ
れた例は少なく、その交流効果についても高
齢男性ボランティアとの交流について論じ
た研究（内田ほか 2013）がみられるのみであ
り、未だ十分な知見は得られていないのが現
状である。 

 
２．研究の目的 
このような背景のもと、本研究は児童養護
施設入所児童と高齢女性ボランティア、大学
生との間で世代間交流プログラムを実施し、
その交流効果について児童が有する両者に
対するイメージ得点を基に明らかにするこ
とを目的とした。すなわち、児童養護施設入
所児童に対する世代間交流プログラムの実
施が児童の抱く高齢者と大学生の各イメー
ジに及ぼす影響について比較検討した。 
 
３．研究の方法 
研究参加者は、A 市の A 児童養護施設に入
所する小学４年生から６年生までの児童 12
名(男子６名、女子６名)と地域の高齢女性ボ
ランティア３名（62 歳、68 歳、70 歳）、大学
生４名（男性２名、女性２名）であった。A
児童養護施設には小学生が入居する棟、幼児
や中学生等を対象とする生活棟がそれぞれ
あり、施設職員の見守りのもと日々の生活を
送っている。本研究は小学生棟に入所する小
学１年生から６年生全員を対象としたが、小
学１年生から３年生までの児童においては
調査内容に対する理解に時間のかかる児童
がみられたため、本研究からはデータを除い
た。研究対象者は、同施設から近隣の小学校
へ通学している。A 児童養護施設は、およそ
65年にわたりA市において児童福祉事業を行
っており、著者らと施設職員との間で以前よ
り発達障害児に対する教育プログラム作成
等のつながりがあった。共同研究を進める中
で、近年における児童養護施設入所児童の入
所理由の変化、施設外の大人との接触頻度の
低さによる児童の社会性に及ぼす影響が課
題として認識されるようになり、入所児童と
高齢女性ボランティア、大学生との世代間交
流プログラムを企図するに至った。 
 2012 年９月に第１回目の世代間交流プロ
グラムを実施し、高齢女性ボランティアと児
童が交流した。第２回目の世代間交流プログ
ラムは 2012 年 12 月に実施され、大学生と児
童が交流した。交流場所として NPO 法人 Hが
運営する A市 B町の里山を設定し、周辺の散
策、フィールドアスレチック（ブランコ、タ
ーザンロープ、追いかけっこなど）、スケッ
チ、季節みつけなどのプログラムを約３時間
かけて行った。活動の前後でアンケート用紙
を配り、記入後、回収した。 
高齢女性ボランティア３名はA市に在住し、
４年間にわたる小学生への教育支援活動経
験を有していた。大学生４名は、これまでに
小学生への教育支援活動の経験は有してい
なかった。 
調査項目は「基本的属性（性別、年齢、学
年、氏名）」「高齢者、大学生に対するイメー
ジ」を選択した。イメージ調査には SD 法に
よる尺度を用いた。SD 法とは、いくつかの相
反する形容詞を対語にして、多段階評定する
尺度であり、被験者が刺激概念（コンセプト）



に対して抱いているイメージを数量的・操作
的に測定することができる。 
分析方法として、研究参加者が抱くプログ
ラム前後の高齢女性ボランティアイメージ、
大学生イメージの各得点を比較した。平均値
の差の検定には Student’s t-test（対応あ
り、対応なし）を用いた。統計学的有意水準
は５%未満に設定し、データの分析には IBM 
SPSS Statistics 20 を用いた。 
研究参加者、および児童養護施設の責任者
には、研究への協力は自由意志であり、個人
データは守秘義務により保障されること、途
中棄権の自由が保障されること、氏名は ID
化され得られたデータは大学で厳重に保管
されること、個人が特定されない状態で学術
雑誌、学会での発表もあり得ることを文書と
口頭で説明し、同意が得られた者を対象に実
施した。 
 
４．研究成果 
プログラム前後における児童の高齢女性
ボランティアイメージを測定したところ、プ
ログラム前の評価性因子の得点が「温かい、
4.42 点」「正しい、4.33 点」であり、いずれ
も中立点の３点を上回っていたことから、初
期の時点で、高齢女性ボランティアに対して
良好なイメージを抱いていることが示唆さ
れた。一方、「はやい、2.50 点」「忙しそう、
2.92 点」は中立点を下回り、「強い」も中立
点の 3.00 点を記録するなど、活動性・力量
性因子の各項目においては、評価性因子の各
項目に比べ、ニュートラルからややポジティ
ブという程度のあまり高くないイメージを
抱いていることがわかった。しかし、「はや
い」「忙しそう」以外の項目では全て３点を
上回っており、全体として肯定的なイメージ
を抱いていた。 
小学生の高齢者イメージを調査した中野
（1991）、藤原ら（2007）の研究と近値であ
り、これら先行研究と同様の結果が得られた。
総じて、児童養護施設入所児童の高齢女性ボ
ランティアイメージは、一般の小学生と比べ
ても大きな差はないことが示唆された。 
プログラムの前後で、児童の高齢女性ボラ
ンティアイメージを比較したところ、プログ
ラム後に「話しやすい」「頼りがいがある」
の各得点が有意に高くなっていた。 
保坂・袖井（1988）は、老人イメージに影
響を与える要因として、老人との同居自体は
あまり重要な規定要因ではなく、どのような
交流や経験をしているかという中身の方が
重要になると指摘している。中野（1991）は
老人イメージに影響を与える要因として、
「老人との過去の経験」が最も重要であり、
幼い時の交流経験が多いものほど、高齢者に
対してポジティブなイメージを持つ傾向が
あることを報告している。藤原ほか（2007）
は、高齢者に対して抱くイメージは幼少期の
高齢者との交流経験が豊富かどうかに依存
していることを示し、少子高齢化に伴う地域

社会の変容があっても、交流経験を保つこと
によってイメージを良好に維持できる可能
性を示唆している。また、高齢者による小学
校での読み聞かせボランティア活動によっ
て、短時間でも頻回に読み聞かせを経験した
児童において高齢者に対する情緒的イメー
ジが維持されたと述べている。本研究でも、
プログラム後に「話しやすい」「頼りがいが
ある」の各得点が有意に高くなっており、高
齢女性ボランティアとの里山での世代間交
流経験が、児童の抱いている高齢女性ボラン
ティアイメージをポジティブな方向へ変化
させたと考えられる。 
その一方で、「忙しそうな」「はやい」「大
きい」「強い」といった活動性・力量性因子
の各得点においては、プログラムの前後で有
意な変化はみられなかった。 
高齢男性ボランティアにより実施された
同様のプログラムの結果（内田ほか 2013）を
みると、プログラムの前後で「頼りがいがあ
る」の得点が有意に上昇していた点は本研究
と同じであったが、「話しやすい」は有意な
変化がみられておらず、活動性・力量性の各
因子の得点は、プログラム後に有意な上昇を
示していた。したがって、自然体験活動プロ
グラムを中心とした世代間交流により、高齢
者を「頼りがいがある」存在として認識する
ようになることは確認されたが、他のイメー
ジについては必ずしも共通の変化が観察さ
れるわけではないことが示唆された。 
本研究のプログラム実践時の様子につい
て、高齢女性ボランティアへ聞き取り調査を
行ったところ、フィールドアスレチックでの
遊戯や追いかけっこといった体を動かすプ
ログラムは、自らの転倒や怪我の発生が気に
かかり、児童へは努めて「転ばないように」
「怪我をしないように」といった声掛けは行
ったが、積極的に児童とともに遊戯すること
はできなかったとの回答がみられた。 
児童に対するより効果的な世代間交流プ
ログラムの実践を考えるにあたっては、藤原
ほか（2007）の指摘にみられるように屋外活
動や通学時の防犯パトロールといった活動
性・力量性因子につながる活動や絵本の読み
聞かせプログラムといった児童の情感に訴
えかける評価性因子につながる活動といっ
た「活動の内容」によって得られる効果が異
なるといった視点に加え、ボランティアの児
童への接し方が高齢者のイメージに影響を
及ぼす可能性が示唆された。 
児童におけるプログラム前後の大学生イ
メージを測定したところ、プログラム前では
「話しやすい、3.58 点」「忙しそう、3.25 点」
の２項目以外の全ての項目で４点を上回り、
大学生に対して評価性因子、活動性・力量性
因子ともに良好なイメージを抱いているこ
とがわかった。プログラムの最中では児童か
ら積極的に話しかけてくる姿がみられ、比較
的に年齢が近い大学生に対して親近感を覚
えている様子が伺われた。プログラムの前後



で有意な得点の上昇はみられなかったが、こ
れは「正しい、4.33 点」「大きい、4.25 点」
「頼りがいがある、4.42 点」のようにプログ
ラム前の時点で既に高いイメージを持って
いたことが影響を及ぼしていると考えられ
る。 
高齢女性ボランティアと大学生に対する
プログラム前のイメージを比較してみると、
活動性・力量性因子の「はやい」「強い」の
２つの項目で有意に大学生イメージの得点
が高かった。有意な差はみられなかったもの
の、他の活動性・力量性因子の項目でも全て
大学生イメージが高齢女性ボランティアイ
メージを上回っていた。その一方で、評価性
因子においては高齢女性ボランティア、大学
生イメージに有意な差はみられなかった。こ
のことから、児童は道徳的・倫理的側面を評
価する評価性因子については高齢女性ボラ
ンティア、大学生の両者に対して、ポジティ
ブにとらえているが、力や動き、活動性を評
価する活動性・力量性因子については、大学
生に対してより良いイメージを持っており、
高齢女性ボランティアに対しては、やや低い
評価をしていることがわかった。 
また、プログラム後のイメージを比較して
みると、「忙しそう」を除く、「はやい」「大
きい」「強い」の３つの活動性・力量性因子
で有意に大学生イメージが高くなっており、
プログラムを経て、活動性・力量性因子に関
する両イメージの差が広がる結果となった。
これは、大学生がプログラム中に声かけだけ
ではなく、子どもたちと一緒に遊戯や種々の
活動を行ったことによる影響なのかもしれ
ない。いずれにしても、世代間交流プログラ
ムの実施が入所児童の高齢女性および大学
生に対するイメージを改善させることが示
唆され、特に高齢女性に対しては「話しやす
さ」、大学生に対しては「大きさ」といった
イメージを向上させることが明らかになっ
た。 
本研究の限界として、第１に研究対象児童
として選択できた人数が 12 名と少なかった
ことが挙げられる。本調査は小学１年生から
３年生までの児童に対しても実施されたが、
イメージ調査の内容が抽象的で理解できて
いない、理解に時間のかかる児童がみられた
ため、本研究からはデータを除いた。各イメ
ージ得点の比較においても、有意差が認めら
れなかった理由として対象人数の少なさが
影響を及ぼしている可能性は否定できない。
今後、多くの児童養護施設の入所児童を対象
として調査を行っていきたい。 
第２には、本研究は自然に囲まれた里山で
の世代間交流プログラムの実施効果を分析
したものであり、学習支援や室内での交流と
いった他のプログラムの交流効果について
は明らかにできていない。今後は、種々の交
流プログラムを実施し、高齢者イメージの変
化態様を明らかにしたいと考える。 
第３として、今回、高齢者イメージへの影

響要因として示唆されたボランティアの児
童に対する接し方や態度についても検討を
重ねる必要があると思われる。 
第４には、児童がイメージしている高齢者
と大人がイメージする高齢者とでは、年齢や
身体的・精神的状態が異なる可能性が考えら
れる。すなわち、小学生の祖父母の多くは、
50 歳代、60 歳代初めの高齢者であることが
推察され、本研究のプログラムの前に実施し
たイメージ調査は、その祖父母を思い浮かべ
て高齢者イメージを評価した可能性は否定
できない。中野（1991）や藤原ほか（2007）
は、お年寄りと思う年齢として「60~64 歳」
をあげた児童が最も多かったと報告してい
る。65 歳以上を高齢者とする社会通念からす
ると、幾分若い年齢層を念頭に置いている割
合が高いと言える。その場合、児童の抱く高
齢者イメージはポジティブな結果になるこ
とが予想できる。今回の調査では、プログラ
ム前の段階で児童がイメージした高齢者の
年齢を尋ねていないため、この点については
不明であるが、今後調査を実施する上では考
慮すべき必要があると思われる。 
今回の研究では、世代間交流プログラム前
後の児童の抱く高齢女性ボランティア、大学
生イメージの変化態様を調べ、それらを比較
したが、児童の抱くイメージは高齢女性と大
学生との間で異なる可能性が示唆された。今
後は、高齢者や大学生が児童に対して抱くイ
メージ、さらに世代間交流前後の児童の精神
的側面や身体的側面における変化を調べ、世
代間交流のもたらす効果、およびプログラム
の内容について、さらに評価、検証していき
たいと考える。 
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